
　

こ
れ
か
ら
厳
し
い
寒
さ
を
迎
え
、

皆
さ
ま
の
ご
家
庭
で
も
、
凍
結
に

よ
る
水
道
管
破
裂
防
止
の
た
め
不

凍
栓（
水
抜
き
栓
）を
閉
め
る
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
不
凍
栓
が
き
ち
ん
と
閉

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原

因
で
漏
水
が
起
こ
り
、
使
用
水
量

が
増
大
し
て
し
ま
う
事
例
が
あ
り

ま
す
。

　

上
下
水
道
使
用
料
に
は
使
用
水

量
が
反
映
さ
れ
る
た
め
、
漏
水
に

よ
り
使
用
料
が
高
額
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

不
凍
栓
を
き
ち
ん
と
閉
め
な
い

と
水
が
地
中
に
流
れ
続
け
ま
す
。

蛇
口
か
ら
は
水
が
出
な
い
た
め
、

漏
水
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
く
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

不
凍
栓
の
し
く
み
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
閉
栓
は
確
実
に
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。問

い
合
わ
せ
先

　

建
設
水
道
課

　
　

上
下
水
道
管
理
係

 

（
内
線
15
）

不凍栓の閉め方（例）
❶の不凍栓ハンドルを時計回りに、止まるまで回します。
❷の蛇口を開け、空気を入れます。（水がこの時に❸の
排水部から抜けます。）
注意： 空気を入れないと水が抜けません。蛇口は必ず開けて

ください。（不凍栓を閉めているので、蛇口から水はでません。）

蛇口

不凍栓ハンドル

排水部

②

①

③③

凍結深度

配管の水が地中に
排出されます。

　

こ
の
度
、
副
町
長
の
職
を
11
月

22
日
付
け
で
退
任
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
内
堀
豊
彦
で
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
に
は
長
年
に
わ
た
り
、

ご
理
解
、
ご
協
力
、
ご
指
導
を
賜

り
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
町
民
の

皆
さ
ま
の
福
祉
と
御
代
田
町
発
展

の
た
め
に
貢
献
で
き
た
こ
と
は
甚

だ
幸
せ
な
こ
と
で
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
昭
和
54
年
に
御

代
田
町
に
奉
職
し
、
最
初
に
町
民

課
に
配
属
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
約
36

年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

退
任
の
あ
い
さ
つ
を
書
い
て
い

る
と
色
々
な
思
い
出
が
走
馬
灯
の

よ
う
に
頭
を
巡
り
ま
す
。
私
は
企

画
部
門
に
在
籍
す
る
こ
と
が
長
く
、

係
の
時
代
に「
第
２
次
長
期
振
興

計
画
」、
企
画
係
長
時
代
に「
第
３

次
長
期
振
興
計
画
」、
企
画
課
長

補
佐
時
代
に「
第
４
次
長
期
振
興

計
画
」の
策
定
を
し
、
御
代
田
町

の
計
画
行
政
の
礎
を
築
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ハ
ー
ド
の
事
業
と
し
て

は「
や
ま
ゆ
り
工
業
団
地
」の
造
成
、

「
エ
コ
ー
ル
み
よ
た
」の
建
設
に
直

接
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

御
代
田
町
の
工
業
振
興
、
文
化
の

振
興
に
貢
献
で
き
た
こ
と
は
、
私

の
大
き
な
歓
び
で
す
。

　

今
の
自
立
し
た
御
代
田
町
の
大

き
な
分
岐
点
と
な
る
出
来
事
と
し

て
、
平
成
14
年
に
佐
久
市
・
臼
田

町
・
浅
科
村
の
任
意
合
併
協
議
会

に
加
入
し
た
と
き
、
私
も
含
め
て

３
人
の
職
員
が
佐
久
市
に
派
遣
さ

れ
、
１
年
１
カ
月
の
間
合
併
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
結

果
的
に
は
合
併
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近
隣
の
市
町

村
の
理
解
と
お
互
い
の
立
場
と
心

を
思
い
や
る
大
切
さ
や
職
員
同
士

の
人
間
関
係
が
い
か
に
大
切
な
こ

と
か
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
15
年
10
月
に
御
代
田
町
に
戻

り
、
新
設
さ
れ
た
総
務
課
自
立
推

進
係
で
、
御
代
田
町
の
自
立
を
図

る
た
め
に
、
約
半
年
で「
自
律
・
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」を

策
定
し
、
地
域
で
説
明
会
を
行
い

思
い
や
り
の
心
と
法
令
遵
守
を

命
と
し
て
の
36
年

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

 

　
　

内
堀 

豊
彦

ま
し
た
。
こ
れ
も
懐
か
し
い
思
い

出
で
す
。

　

私
が
行
政
を
担
う
上
で
最
も
大

切
に
し
て
き
た
こ
と
は
、
空
想
や

根
拠
な
き
楽
観
主
義
で
は
な
く
、

常
に
現
場
主
義
・
現
実
を
見
る
目

が
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
人
に
対

す
る
思
い
や
り
の
心
と
法
令
遵
守

で
し
た
。
今
後
、
日
本
の
社
会
に

お
い
て
も
大
き
な
試
練
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
そ
の
時
に
遠
く
を
見
る

目
と
近
く
の
思
い
や
り
を
大
切
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
私
を
最
後
の
３
年
２

カ
月
副
町
長
と
し
て
、
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
ま
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ま
、
町
長
、
議

会
議
員
、
町
職
員
の
皆
さ
ま
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
御
代
田

町
の
全
て
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

副
町
長
退
任
あ
い
さ
つ
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今
年
も
降
雪
の
季
節
を
迎
え
ま
す

除
雪
作
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
で
は
、
冬
の
道
路
交
通
・
町
民
生
活

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
除
雪
・
融

雪
計
画
に
基
づ
き
、
幹
線
道
路
、
補
助

幹
線
道
路
を
重
点
的
に
、
除
融
雪
作
業

を
行
い
ま
す
。

○
除
雪

● 

地
域
の
生
活
道
路
や
歩
道
、
通
学
路
は
、

地
域
の
皆
さ
ま
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ま
で

除
雪
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
に
通
学

路
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

高
齢
者
の
お
宅
の
周
り
な
ど
は
、
地
域

で
声
を
掛
け
合
っ
て
除
雪
作
業
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

除
雪
車
が
通
過
し
た
後
は
、
除
雪
し
た

雪
で
や
む
な
く
出
入
口
を
ふ
さ
い
で
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
雪

の
除
排
雪
は
、
各
ご
家
庭
で
道
路
脇
に

寄
せ
る
な
ど
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
融
雪
剤
の
散
布

　

狭
い
路
地
や
日
陰
な
ど
、
雪
の
融
け
に

く
い
場
所
は
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
融
雪

剤
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ

ま
で
散
布
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

● 

町
道
に
つ
い
て

　

建
設
水
道
課
建
設
係

 

（
内
線
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● 

県
道
に
つ
い
て

　

佐
久
建
設
事
務
所

　
　

佐
久
北
部
事
務
所
維
持
係

 

０
２
６
７（
63
）３
１
７
３

　

町
は
、
除
雪
指
定
路
線
の
除
雪
を
町
内

の
建
設
業
者
９
社
、
融
雪
散
布
業
者
２
社

に
委
託
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

第
１
次
出
動

　

10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
が
目
安
で

す（
主
に
主
要
幹
線
道
路
と
補
助
幹
線
道

路
）。

第
２
次
出
動

　

30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
が
目
安
で

す（
第
１
次
出
動
路
線
と
各
地
域
主
要
生

活
道
路
）。

町
の
除
雪
体
制
に
つ
い
て

降
雪・除
雪
時
の
お
願
い

皆
さ
ま
の
協
力
が
必
要
で
す
！

危
険
で
す
！
や
め
ま
し
ょ
う
。

降
雪
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
路
上
駐
車

　

路
上
駐
車
さ
れ
た
車
は
、
除
雪
作
業
の

妨
げ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
渋
滞
や

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
道
路
に
雪
を
出
す
こ
と

　

宅
地
内
の
雪
を
道
路
に
出
す
と
通
行
の

支
障
に
な
り
、
思
わ
ぬ
事
故
な
ど
に
つ
な

が
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
道
路
に
雪
を
出

す
こ
と
は
、
道
路
交
通
法
第
76
条
第
４
項

７
号
、
長
野
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
第

21
条
第
６
項
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
）。

○
水
路
に
雪
を
捨
て
る
こ
と

　

水
路
に
雪
を
捨
て
る
と
水
が
あ
ふ
れ
て

道
路
が
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
気
象
情
報
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
大
雪
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
前
に
食
料
や

燃
料
な
ど
、
生
活
必
需
品
の
確
保
に
努
め
、

豪
雪
時
の
外
出
は
控
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

厳
し
い
冬
を
お
互
い
に
気
持
ち
よ
く
過

ご
す
た
め
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
除
雪
対

策
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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